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1.はじめに
自然環境や住環境を乱開発等から守i:1､保全や利活F3:･数
回っ-.~こい(うえでは､上地を民F~即 巨営~F嘱目_織等が民主的に
ラスト (i:,口こ､1.TIJl手法は功呆的でおる:これまで､朱
風 こおいては様 t･なLT組織が活発に活動してきた.:そし
て､LTと言えば郊外部に;[う;i-rTl'日.;:丹§環境し叫呆圭を目的と
したもし｢悠ミ主流であったが､近年では都市部におけるオー
7:,スノ＼一双し岬轟全や二戸舶舌明に取り組む組織が生まれてき
ている窃 さらに､m の取 哲組み職多くは物的環境の保全
や和浩F札こ主眼:珂琵かれていたが､生活に身近な地区しべ
･Lの範城において､腎1'j:-.音が相互に問題や閑心,を共有し､
目的を持-了こ活動:･i･展開してい･くことに｣目上 コミュ二
な､物的環境しっ保全や利浩明にとど去らず､(主氏相互･./rl関
係Lrl構築を含む取叫R:1を ｢コミュ二千rl･ギザイン∴と定
義する)を畢関する糸鋸巌も生まれてきたし_
て､低所得者層に対して住宅供給を進Ltflるた裾二生ま,il言エ
コミュ二千 ;.ランド･トラてくト甘l/T､CL'r＼)も活発に
活動を展開してきたOだLTは､ヨミ且芸ティによる民主的
な土地所有隼態J7ひと-T･こLi･'TlL工 一般的には甘棄となる土
所得者剛予に住宅が供給される 日¢そして､CLT妄芝おいで
も住宅供給LJ-r)立ならず､住環境Jl貫的向上やコミュ二千 (
ギザ1㌦∴こ関与する楓露拍ミ生ま,11了こきているJ
LTはrLTとは取な′う経緯をも/･了こ登零してきた.∫Lかし､
ともに土地しノ｢共有を活動し∵､基礎Lとするた情､内在する社会
､ 一
取i:.)絶Jlにおいて､LT組織とLTLT組織とが相互こ連携を
憧幸十る動きが見られる.｡ニLI'1よ')な社会的動向は､現代
社会において生活Lfl貫を求ゼ十5都市住民し｢新たなニーズに
ティ再生が叫ばれる我が国における地域の環境管理の散野
級.rLにおいても参考になる点が多いL,
これまで､矧司し-ワシビ＼ソク･トラストやニー カ'T,.･Tサ7(
ニテ 了′･ソヰェキ-1･､おるいは米国Jl=ミニニ=/-1'･トラ
ストやシビ,:_/?･トラストをモデ′LとLた活動rT.LIL:､市民
主体し'十まちづ･くi･)にお:-十るトラ｢くト活動に･r-｡いてほをヨ本二
･､ - ■ - ､
朱Efjにおgi-,ri'トラ｢く恒温織に関十る研究上しては､梅津左
-● ■ I
N'dtiLlnこ1 T/Listt'(7トトisL()riLIPrtさLT'L,rVdLi()【1が取i･パ':_Eiむ7:
イ■ンストlト-トブlrl,グ=7ムについて詳細に報告Ly･ニトう｡
しかし､自然環境LJ71保全,Ji･巨‖汀としたLT組識しり都市部に
お吉る敢叫Fl圭に一.ついては:1-,lまり知られてい鵠L､∴本稿で
も紹什しているコミュ二千 T,･ガーデンし71取叫且工につい
ては%越川Z象きゃ準関も53がその概要や歴戯 勺済橡､プ田
グラムLn運営Jl特徴などに--_)いて紹介し一･こいるが､=ミュ
二千･1′による上地し･71保有やてネジ7(ントU?仕組圭といった
視点から考察しているもの接尾あたらない｡
本稿では､ほじ裾こ､米匡にお:･'+る主なLU眼識やLILT
組織齢歴史的経緯や組織の特徴などについて整理する (第
二章､1.二次に､I-T組織し和幸でも都市部にi':j予るオー7:i｢7,
ベースゾ1保全や裾吉羽､さらにはコミュニティギザ1pンに
係わる取叫EILrlを展開しているTnlStf(11･PubliL:Lこ1ndLi:.i
下､TPL)の敢i')組し立に焦点をかて､TPLLT)近牢Ljrl:fj子たな
敵情胞LYI工こついて報告するし第3童)L,そLて､TI〕Lと
LILT組織とJ7連携に向けた動きについて､カ†TrT十,レ=Jr'
州において活動を行う伝統的なnJT束鮎韻で寿ljhT｡1-日lern
*TL･-_会員 早稲l甘ILl一幸理工学術院建築学F斗鼎1ドLILJi,ALni＼rt.?rsitl_1∴､
**正会員 新潟T:_科大学工学部連署手車]LL＼ii.くこlしこilnstt･LItビしけTLIL-hnoIL'gyl
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californiLI Lol.Li TI-し1StL以 下 ､ ＼〔Y rト ヒL/T)係 わ り を 事
例 と
し て 報 告 す る し第 -1車 上.最 後 に ､ LT糸鋸 我 と CLT組 織
と が
展 開 し て い く 意 義 や 可 能 性 に つ い て 考 察 す る し第 5章
).I
2.米 国 に お け る トラ ス ト組 織 の 歴 史 的経 緯
本 章 -LTl･ま､ 米 国 にお け る 主 な 1.T組 織 や rLT線 素打つ歴 史
的 経 緯 や 糸鋸哉し/1特 徴 な どにつ い て整 理 す るこ なお ､ 本章 {Jl
既 述 は 文 献 資料 6)を も とに筆 者 が再 整 理 した も狩 で あ る怨
2-1.自然環 境 の 保 全 を 目的 と した ラ ン ド ･トラス ト組 織
LTLIr)歴 史は tSM 軍 に さか LT7ぼ i'-_i､rh打 lPSEl圧 1工 二上っ
て 米国 で最 初 J〕LT組職 ､TrLlSteビ 01-'RPStPr＼･aTLi()nLS 甘口1~､
写経 譲 が 設 立 され た窃 エ リオ ッ トは 米 国 ラ ン ド弟 ダ-プ業
界 にお け る著名 な太 物 で あ り､保 全 す べき風景があると考
えたこ
第 二次世 界大戦後し,-'71951牢にThL､＼i-_tturビ仁LlnSen,川-1(:再l､L
下､T＼C1が生態学著しハ軌 Lf,(言上-Lつて設 立された(1T＼仁はそ
しI.7取 シバ且-1において科学的ア7:=7-予を取 ら上 TORL71よ =)
に風景を守る とい 十畑f,JT.r生ではな ＼∴ 動植物や 生態系を守
るとい ろ寺｢紺 生で･おった.二､
自然環境しフ宮芙全が 主流でjト･王二LTLflモギ lTLに新 し八･､風
を送 り込んだしノりが ItL:)7'二軍:=設立 された TPLである.｡創設
者は Huey Je払somであ 野､T泥 の上層幹部であったO批野
たが､ 自然環境し叫呆全にとごまらず､ 人と衝 と自然Jl共 存
に掛 味を 示し､i) 人Lnニー ズを満 た十 オーブ ン て･<- て
を取 得 して保存す る､:)TP1.として 自立 した 土地保 存組
織 ,を運営す る､封 公共し71利益しつた漬し7十士池に間十 る専門
家 とい ･Tj新 しい職 憶 を創出す る､ボ 土地保存 とそJ-1!二･小
に心尊 台資金調達 についてLn新 しい手法し｢戊 尊者にな る､
とい ･vI-tつを 巨‖票と して掲 げたL,当時､ 米乱 ･二二拭 十る l_T
組織の多 毛が棒物や動物､鳥の生息地を悌全対象 としてい
た し;Tl に 対 し､市民しりたLt㌦ノ｢遊び場､リツl上エー ションJl喝､
休 息 し芦 喝 Ln 保 全
を 活 動 L.71 主 軸 と してい る点が大きな特徴 と
な っ て い る = さ
ら に ､ T P t_. L J7 土
地 保 存 プ ロ グ ラ
ム には､都
市 部 に お ･: 千 ,-5 オ
ー ブ ン ｢ く べ - ~ -く し ,'7 1'呆 芹 や 柚 吉 岡 が 含まれて
現 在 Ln 所 ほ と ん
1 ! 見 ら れ な い :
1 9 6 0 年 代 に 阜 急
と L T .'ま 大 き な ム
ー ブ メ ン ト と な i/)､よ
i/7 L_生 活 に 身 近 な
自 然 や 住 環 境 了 汁
気 圭 を 求 か ら 意
識 し/り高まり
か ら 数 多 く LJ l rJ
一 七 ′ し /i f L T 組 織
が 設 立 さ れ た .:
そ し叫麦も
･ ･
!
冶 体 を 含 ニト せ た
lJ T 組 織 し ｢ 楼 七 に ､
二 (〕 0 0 年 か ら 二 0 0
5 Ef --し｢5年
● 一 一 ●
-
- - ､
●一
●
:l l. l i こm L, ビ げ ノL 下
､ L T :㌔ ) が 1 9 8 二
軍 に 設 立 さ れ た
こ
2 - 2 . 低 所 得 者 層
に 対 し て 住 宅 供
給 を 進 め る た め
に 生 まれ
た コ ミ ュ ニ テ ィ
･ ラ ン ド ･ ト ラ ス ト 組 織
LI L T し っ 歴 史 は 比
較 的 浅 .( ､ お よ
そ :3 0 午 前 に 1 11 S
t i t .し か 正
図-1 主なトラスト組織の歴史的経緯
LILTmmunit守 EL,しっ1OmiLISによ-T=･-こ､地価と-ウジングコス ト
が上昇 し統 こ十う都市吉甘二おいて､低所得者層に対して住宅
供給を進 漬るた畔 二福大出された.,現在で-;ま全米で 5千程
度し′71LILT粗論結;存在十 る_とい1-｢;著1′ている二
自然環境 Lrlf:p51一会を目的 1-した LTは主 として郊外部i二お
いて広~.転売土地を保存 してきたが､土地を利活鞘せずに閉
じこめて しま う傾向がある犯に対 して､cm は都市部の立
地を数多 く扱W､土地の利落屑に重点を置む澤 きた 8㌔ ま
た､(1_Tでは コ ミュニテ ィJITArン･バーによる土地しり所有べr
意志決定-齢参加などが大きな輝徴として挙げ 転鈍 る9号窃
rLT;姐式量には比較的小鴨慢な組織が多1､全米でJlrLl
束鮎鼓,J?ネ､!トワー ク紐j載となるNatiLlnと11rLT ＼ビー＼VO止 u'I.
下､㌔l_T＼)が 二006年に設立された､1
2-3.小結
米貢にお 汁る主な LT組織や rLT組織Ln歴史的経緯,を･巨3
-1に整理 したL,lJTは風景レrl保 全とい -:)思想か ら生まれ､
動植物や 生 態 系 (JTl 保 全- と展開 し､よレ1生活に身近な自然
■ ､- 一
層に対 し て 住 宅 供 給 を 進 渋 る こ と を 目 的 と し て生まれ､LT
とは 県 な る 流 れ を 持 っ て 展 開 し て き た ｡ そ し て ､ 数 多 くLrl
LT組織 や r L T 組 織 が 設 立 さ れ て き て い る が ､ L T l や ＼ LIL T :J
L,71設立 に よ っ て 組 六栽 LTl 相 互 Ln コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 回 ら れ
るよ う に な Ii,) ､ 各 組 遍 紅 rl経 験 や 与 露 鼓 を 共 有 し て い く こ と が
可能に な -rj た と 言 え る ,
3.T ru st fo r Pub lic L and の 新 た な 取 り 組 み
審 馨 で は ､ 近 年 の T P L の 取 り 組
み に づ も ちて 戦 恕 ア リ ン ダ
● ■ ● 一
一
テ ィ ･ ガ ー デ ン げ 1 下 ､ CG 〕 J7 取 i･l 組 立 を 中 心 に 報 告 す る .:
● 一一 一 一
ン で お い ､ 個 亡 に 独 特 な 空 間 設 計
が な さ れ ､ 個 性 豊 :t* :工 ≡
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写 真 - 1 T P L が 関 わ っ た オ ー プ ン ス ペ ー ス(左二㌧ 写真-2TPLが関わったコミュニティ.ガー デン(中)､写真-3ManhattanLandTrustの標識(右1
問 を 削 出 し て い る ., な お ､ 文 献 資 料 を弓潤 した部分につい
で は 注 釈 に 記 し た O
3 - 1 . T r u s t f o r P u b H c L a n d を 取 り 巻く環境の変化
T P L の 事 業 範 囲 は 全 米 に 及 ん で おり､事業二杵象も近隣し:'1
■ ■ - 一 一 ●
) Q そ し て ､ 写 靴 の プ ロ ジ 芸 夕 鞍 の 嘉 率 モデルは公衆機関が
直 接 )^ ｢ 人 し に く い よ : l な 土 地 を 取 ;- ) まとめて民間から買収
L ､ そ れ を 連 邦 や .i帖 こ ､ 市 場 価 格 以 下で{Jl適正七億格で売
却 - ト 5 こ と で 当 該 軌 間 し 瑚 寸 敢 負 ･担 r;i ･軽減十ることでおる､_
T P L は ､ 土 地 所 有 音 に 土 地 を 市 場 価 格トロごて売却 して=L,言〕
い ､ 公 鞍 機 関 が 必 要 と す る 予 算 を 用 意 できた際に､公正な
土 地 所 有 音 は 税 制 上 L,r l lT g :.遇 措 置 を 得 る こ とができるt･い')
仕 組 み で あ る 12 ㌔ 多 く の 場 合 泡 立 地 所 有者妄ま保全をとて
も 気 に か け て お り ､ 市 場 価 格 と 犯 差 招 一部を負担してでも
土 地 を 売 却 し て く れ J る こ と も 忘 i .L て は な ･1:]畑 ､:
1 9 LW 手 代 以 降 ､ そ れ ま で T P L が + i - き く 依存していた連
邦 政 府 の 土 地 買 収 資 金 が 太 東 的 に 労 ッ ト されるようになる
と ､ ブ C ジ ェ :-? ト に お い て も 大 き な 転 換 が 必要になったこ
ま ず ､ T P L J j 資 金 Ln 的 Lq 割 が 企 業 や 連 圭 ri 政 市､土地所有者
17 1 財 団 法 人 な ど 個 人 以 外 で あ っ た が ､ 慣 人から(′Tl寄付を
べ - ス と す る 体 制 構 築 へ と 転 換 を は か ･,つ た 1. さらに､連邦
政 宿 し り 土 地 買 収 資 金 が カ ､,/ ト さ れ る 一 一 万 で ､ 都市郊外昌㌃T
J l 広 大 な 自 然 環 境 し 叫 呆 全 や ､ 生 物 L .71 生 息 地 L]1保護などし71E:i
的 の た め に は 多 額 の 政 府 助 成 金 を 受 け る こ と が可能であっ
た た め ､ 都 市 部 以 外 の 場 所 で 狩 土 地 取 引 鷹 割 合を増やして
き た Ll 現 在 ､ T P L L 叫 マ 益 し汁 -.k 半 は 三 太 な 自 然 し･｢Lih▲る土地で
纂 施 さ れ る も の と な っ で も ㌔ る O
一 方 で ､ 都 市 部 に お い て 市 民 L r ) た 帝 し ノ｢ サ ー -I/'ンて~ミベース
を 確 保 す る こ と 接 写 P L の 約 束 で も あ 撃 ､ 丸 身 が 暮らす場所
に 近 い と こ ろ で 実 現 す る こ と が T P L に と っ て : ま 重要であっ
た ｡ そ の た め ､ 現 在 で も こ 鍔 よ う な 土 地 取 引 を 継 続的に行っ
て い る , 近 早 で は ､ 企 業 が コ ミ ュ ニ テ ( と し Il 交 流やコミュ
ニ テ ィ - J ) 立 ち 返 ;(-) と い っ た こ と か ら 成 果 を 得 る ことに大
き な 関 心 を 抱 く よ う に な っ て き て お 野 ､ 企 業 に よ る藩善事
一 一 一 ､ - - -
の よ う な プ ロ ジ ェ ク ト で は 事 業 に 投 資 十 る た れ T 7資金調達
と な る た め に 収 益 が 発 生 せ ず ､ 単 独 で は 投 資 狩 採 算が取れ
て い な い L n が 実 状 で あ る ( 写 真 l l l, _､
-45L)-
3-2.コミュニティ･ガーデンの取り組み
1)コミュニティ･ガーデンしっ概要
CGJつ多くは市が所有する土地を思il_重言､地元住民と
地区連合会やコミュ二テ 月ミ- ドニよって運営さitている
星3㌔ そして､メンバ-に対する様考な教育も汐ダリ淀-
ション7ーログラム等が間音さ;flLている旭､ Tl･ヾニ トや集会
LJ-'lf等としノてコミニニテ 7･汗'?J成こ寄与している,Tl〕Lでは二
L:_;rlようなコミュ二千 -1.ギザイ∴二間わる矩吊且IiLを最重要
ポイントだとしており､人t守;戸外言出r･二頂E:L与沖 と左:-,'､
お互いに心地上.く如L･r)合える二ミュ二二キ(をつ＼くる､そ-1
いった場としてLJー〕サーブこ-て八-1し′r招き全を重視してい
ら_.
TPLがニューヨー ?市においてLIG-fi_･吉和等十る軍桂となっ
たし7~)は90年代後半に起こ-つたL'('TLTl売却問題で六十った.ー当
時し'yyュり丁一二市長甘市内Jt亘L1.を競売.t･=:I.､十十よ-1±し
た.:二√り時に∴rPL･ほ31(〕下 PLを拠出∴ Ll?:yJILTiを購
入した｡こLJLl頴は市場価格より安い価格でおる二市｢主民間
に売却すればより多額犯利益を得ることができたはずだ
が､積極的な働きかけによi･.1､競売}｢前E3に土地保全を条
件として優先的に人手十ることに成功 した｡競売当ヨは
LIOOH上しハ物件が青竜充に掛i･十ら､れたが､LlL:Tは_=全て除外され
たL.〕現在､ニューヨー '/7市にはおよそ{lOLl了圧Gが存在十
が所有している且項目写真-諾うo
LZ)コミュ二千 1′･ガーデンし71運営
ス再録続 けIlP1･lこ川1L,･ltt,dlLLミrldTrust､T厄 Bl･7!u L.こ1両
TrL1St､TheBr(コLlklyl&QL1ビビーlSLこInしiTlLiS卜 TL下､TJ}一
七JLLTlに管理を移管してきたr.これこし｢1ニーナ,LLT｢ミ
LIOt_lLi牢に設立され､地域コミュニキ 十やヤーギ十一ここE-つ
CGで糾う､それらし/lLIGが各1票LIl投票権を持つ｡設立LI1
際にはTPl,が支援を行い､貸金集串から定款し71作成､理事
会ur)開催､法的手続きなど､多くし'l手続に関して指導を行っ
たこそして､設立後も人材Jl発掘､会議tJl招集､計画し｢立
案等､様亡な分野でTPLが運営支援を流言ている:
TPLはこれらLTlロ-カJLLTに対 し､そし71土地しり利弔､
清掃､違法行為LTl禁止､董恥irl禁止､真紅昏fト禁止i:いった
豊童艶採食を粂終
毒こ家蔵で発寒
土地所有者
(ニュー ヨー ク市等､ゝ
個人､企業､財団等
図-2 コミュニティ･ガーデンのマネジメントの仕組み
事項にも党/1㌦~ごいる:,また､ロ -ー+),LL′Tでは LT,に~対して､
ニ温- ヨ-夕覇が行 うGyeeFi晋humbプ詔ダラ義 之5う職誓-
･?ショ､_!プ-LT)参加を義務付けるなど､適 正か与有益な取
再 邑L-Lが(手いれるよJlに配慮されている_‥
3つiIT3-カ,･LLT｢土共通'-,T雄亘理ニト藁金調達担当､コミュ
二千 (･オ -ーJj十 日 ギー を雇い､ 吊 寸~を共有している｡コ
ミュニテ ィ ･オーガ十 1㌧ギ-言､し:Ll,を有効に利,.qjできる
よ うに､地域L/Tl人t･を絶滅 し､租碍させる役割を担ってい
ら.rlロ-カl･LLTに属十るLl臣 士､様 t･な面で相互に協力し､
そL71利用巾柚亘を高.＼十こいる: ノし梓育成や､人材確保面でも
協力Lておい､相互に清掃を行った';7､植栽L:/1指導に行 っ
たiI)して､地域主体としてLIGLり利F勘師直.が高まる主･早 手
+jしているところもLiTr,る｡
瓢 では所有する6篠のCGうち､製6徽拓 の所有権を 田 -
カ･tLTに移管する予定である_〕そし･r_lf=漬､現‥庄こ- +J,L
LTL'771キ､!アに対して､土地しり管理運営､活堅､計 画 等
についてL.りトし一二ンデを行･='ている (写真 二う〕_:
3-3.小結
TPLによるrGLnでネジメ:-1卜し,r)T'It;Y=札-tをLl']二 ニ整理 し
たこTPL自体は全国的に事業を展開する組織でふi･_7､地域
コミニニキ 了ご;'ポこい, しかし､ローカ′LLTへLr)所有権
競売に掛言ら.;iti･-)としていたし:LlTほ､1'pLLJl取i,)組 み に
上って､地域=ミニ二千 工こよる自律的なマネジ メン トLJ｢
仕組みを育て等きたと言えるo
EiT-カ!L;皇出城コミュ二子1∵う;土地を保有す る場 合 ､ 信
朴や葛金Lnマネジメン ト能力が諜輩 と,な るが ､TPLな どしハ
大槻僅な組織が､地域コミュニテ ィが 慣 ;Ji(lPi'EI業 ､ 珊 三口
琴から資金援助を受けるための受 け恩 とな る こ とでそ 殿 問
題が解消されるし)また ､ これ まで 地 区 Lべ ･-し･L了1環境 藁 源
全や紺責苛を回 る ことが 困難 で あ ったが ､TPLな どハ大規
模な組織が この よ うな地 区 レベル の環境 資源 の髄 値 を見 出
し､保 全や利 活 吊を図 ってい く_二と も期持 され る.:
図-3 NCLTによるプロジェクトの基本モデル
/I･:IT･'.::宝ここT):.こ主=:-!'._:二品 ,i,i二二f1.I1･'
本章では､＼rl.TJl概要､および TT)Lと＼(㍗TとLpr)連携に
一 ､- -
るこ なお､文献資料モ引用した部分については注釈に記L.
たこ
4-1.NorthernCah'fornlLaLandTrustによるプロジェクト
の 基 本 モデル
NTLILT･ごまlgT3年に設圭された伝統的なCLT組織でLI,目上
サ ン フランシス詔周辺鍔ペ イヨニリアを率心としてカリフオ
JLニ ア州全域を績｢恥ヒして活動してい･5°当初は貫矧酉へ
LJ､)住 宅 供給乾び職業訓練な どから活動を開始し､やがて地
域 コ ミュ二手仁と協働して ､ コンペ-ジョンなどによ,='低
所 得 者 向け住宅供給など和 プ ロジェクトを澄めてWるo
Nrl/Tでは､地権者から 市時価格月下で土地を貴得した
う え で 住宅を建設し､低所 得者を対象二転=て卜で貯ま売､
賃 貸 lL了こいる｡住宅を販売する際には､＼rLTは土地L:1所
常 は 都 市部において､1戸 - IL-'戸.くらいL!r)小さJな7:=ジ二
I? トに 軸 足を置いている.｡ こし71際ニヒ他所打者Lr)封葦から
人 賢 者 にlrま転居時J7転売価 格 レ｢溝耶民を謹十二1-によを1､転
出 す る 際Lrl(主宅邑巨竜価格Jl高騰を･NL_TLTが所得増知音亘呈空
に 抑 制 し､弓ほ続き低所得 者-J~1(-:ErE供給を可能としてい
ら : こ うした手法で低所得 者 ,J-1･対象とした住宅政策を湛統
的 に 十 十 Lt'lている､.
hTLILTは 矧 詣持 巨 営 利 組 織 で ふ･I:)という点から開発上､･｢制
限免除 が受 け ら れ る な ど ､ - 燈 の 開 発 業 者 よりも自由度の
高い開発 行 為 が 可 能 も習 う と な っ て W る o こ の た め ､ 住宅開
発 を終 えた 後 ､ 緩 宅 が 転 売 さ れ る 際 に 発 生 す る 転 売 手 数 料
ち-般 企 業 の 半 分 程 度 播 き に 設 定 し て あ る に も か か わ ら
ず積極 的 な 転 売 が 行 わ れ て 態 ､ る 窃 そ の た め ､ 且 浄 当 た 野 の
転売寧数 料 が 低 宅 と も 積 極 的 な 転 売 が 行 わ れ る こ と で 収 益
が上げ られ ､ 旭 し 71 事 業 運 営 資 金 し ｢ 大 半 を こ こ か ら 捻 出 す る
ことが i]摘 巨 と な 一 つ て い る こ こ し つ こ と カ ､ ら ､ 準 営 利 組 織 に _よ
る開発 に 対 十 る 自 由 度 が 確 保 さ れ て い る こ と が 公 共 圭 持 主 阜
る開 発 行 為 Lrl'1 経 済 的 持 緯 性 L r 1 5 斐 肯 ＼ と 撃 が 一 十 こ い る と 言 え
る〕
新 堀 大 賢 音 に 対 し て は 資 産 管 理 や 法 制 牽 :千 .: F L ･r ､ 理 解
を Lた 上 で 入 官 を さ せ る た 据 二 ､ 1･l 川 n 止 u l T p ll l s E d u LI Ll t _ い 11
､
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(肘 日本都市計画学会 都r吊卜画論文集 1し).Liュ-3 二OOLq牢 10.司
JoILrtZL7[()j'lhL7CE-oIP/L717"'Tlg/FI∫JiltLlt,L!f.JLJP'1〃⊥VL-).メ_,I-3.0(.TobピT:IOOS
写真-4 NCLTが関わっているOAKLANDNOODLEFACTORY(工事中)
現在 紺乱 写の運営予算狩約 逢割が開発 をこよる収益､約 3
割が賃貸プ ロジェ ノミ7ド亡お L･'-)､土地 を活 稲す ることによン1
収益を裾 十こいるL,そLJl他､ コこ/+トしテ (ン グ業務や寄付
金や助成金な どによ シ)まかなわれている.｡寄付金や助成金
に-/.?いては武硝 ‥関係撞問か らI'固人的な寄 付まで広範に集:t､Fl
ら離/=いる:
以上､＼し､LTによるブ ごジェ ?卜しっ基本モデルを図 -:工こ
整理 したLニ
4-2.Northern California Land Trustによる地域 コ ミュニ
ティに係わ る取 り組み
近牢になって ＼LlLTで;1ま地域 コ ミュニテ ィに係二いる案件
に数多ミく係わるようこ圭一つて きている_具体的公取 叫 ELl
として､古い住宅群を買い釣 -二/Tr預 含住宅ユニ ､′卜に改
装したうえで､そこから得た収益を近隣了圧 し十十′し-ブ と
を行っているuまた､現在､ウェて トナー ヤランド工場
地帯に於いて旧製麺工場Jlニンペー ジョン7:ごジェ'L7ト
･一:-
とし71協議によ:,)荒廃Lた製麺上一喝を ＼口/Tが購入し､芸術
家やビジネス守ンのアトリ誌､S淵 Sとして開発するプ田
● -
と同様をこ紺乱写碍プロジ淀夕卜の義挙的なモデルに沿っ管
行われ､鰐だ虹Tが事業室棒とな哲､地域住民との協議殿上
で土地建物を取得し､低所得者も許′呑しながら芸術家やビ
ジネ講習誹J戦犯熟慮貸尊をおこなうことで地域の芸術文化
観点と』､地域全体の質的向上を目指している｡三関施設
には11(j1アトリエやスキジオ､イベ ン トてペースなどが
● 一 一
■ ■､ .
また､鞘だLJTでは地域ヨミ温=テ右う竃乱写を形成ずるた
めのヨンサルテインダや居住者郊職業訓練など総合的なヨ
宅急ニテ木支援事業を進めている窃
4-3.TrustforPublicLandとNorthernCaliforniaLand
ド.ミこの･漢音に.lEj..t:-/;:-:･
郊外部墨こおける乱写では広東な土地を絡っ管いることが
<･} ･ ･ ､ ･
LTの基本モデル CLTの基本モデル
LT細線と.:LT相識の連携
i藍表
図-4 LT組織とCLT組織との連携
を成功 させ ている事例 も鼠 られるが望豊彦泡これまで都市部
においては こL]1よ主な連･携は._ITlまシ〕見られTl需 っゝた., しか
し近羊､TPLとⅥ:LTは､都市部においてオープンスペー
スを確保す る的恒乱立な どにおいて非公式二に協議を重きユ
てお 目､TPL√再了民し/'1たれ ハオープンスペースをつくるプ
ロジ温タ トと肱も写形ノ､クジンダプロジェク トとが-終と
ら.∴＼LILTで:ま､巨然環境JTlf呆全を目的としたLT組講 とべ-
ト十-二､!71を組むことに高い関心を示しており､含浸ほ
さらに強いっ;li:がトlを築いていくことを考えている_｡
4-4.小結
NLILTでは近辛､単なる住宅供給をEH巧としたブ.=1ジニ
ケ トを超えて､地域=ミュ二千 i∵ニ係わる敢ミ･パFi圭を数多
く展開す る.よ うに,恵一=･できている:ニノ~1よ･-亘頭上き上連動
して TPI_とNCLTLJl連携に向言た動きが射-i?,i工 今後さら
に活 発化す ることが予想 される一二直上:jf_こ動きさま未だ萌
芽段階であるが､両者とも土地し71二隼打を活動L!｢基礎とする
たiFl､内在する社会的な問題や課題が懐的しており､雨音
が相互に連携を図っていくニt･で､よい多くJl企業や1臥.F､
に寛汚されるような社会的意義のある数学組みが展開され
てい･くことが期待される虐卜畑
5.まとめ
二irる新た･T;誹T71吊乱LやLILT束鮎鼓とLn連携に向けた動きに･-7
態､管額響してきたQこれまで植物や動物‥亀の生息地を童
,i:こ保主対象としてきたLTLり流れしり中から､都市部にお:'す
る市民.ノ1た.恥:'ーサ 7ー:'ンスペー スし;'1保存や:F-り活用､さらに
はコミュ二千;チ+ドインに係わる取叫Elrlを展開する糸鋸証
が生まれている｡そして､これまでは別Lへ尉t.を持すLー/請
動してきたCLT組織と｣′｢連携し=rl動きがi,Y=られ､さらなる轄
展が期待されるB
LT組織とCLT組織上が連携,を図-1てい二二とLTl音義に
ついては下記J15点が挙げられると考える‥､
･′､ウジング上す--ノ:ンスペー ス.とい1両写し｢弓琶点から土
-461-
にT'ワ ニ一子 してい 十二と甘 できるし_.
･J＼,17ジン :?;t･オー7 1,7,ぺ- 謁とい r)両方し叫 鋸 ･l:.二か ら土
地し･r昭を在や 裾 舌明にお いて持続性 を来れ fl=)動 きをつない
でい くことボで きる:
餐す るプ 沼ジ濫 ダ H,こおいて､収姦源 を確保 で きる新 し
いモデ 脇を構築 して態､宅可能橡 があるO
■ ､
や 全封的･J:ご率 ､再 ､r7- クは新たな事業展開しハ星がか ま･)と
なる可能性 があるO
･土地 を桟把 とす る民間非営利組織 LT)新たな ネッ トワ- チ
の構築 につ なが る可能臆 があるO
土地 を1'臥 rJ了こほな く民間非営利組詣拍ミ保有す る こ とに
土一十て､特定しこ｢個 人が所有す る喝 合とは異な り民主的 な手
続 きに よJBで意志決 露がな され るため､個 府Aの事情 に と
立∴いれ笑こい公共的な視点 ニ f=った､ コ ミュニテ ィレヾ′L･で
の戦略的な立地別済や ヨ ミ毘ニテ ィデザイ ンが可能 にな る
ことに よ り､ コ ミュニテ ィし叫酎直観 に基づいた 土地利 用計
画 犯実現 を図 る こ とがで き るで あろ う｡ 米 国 にお け る LT
組 霜 粍 〕し一口 組主我膏 正午し~/r)動向は､現代社会 において､生活
了 一 貫 を 来 れ 慧都 市住民了序言こなニー ズによるもしハと捉 える
こ .と が で きる:I;L･'i､ ニL,Tlよ う与取 吊乱鉱,Ji-･通 して､都 市E端 こ
お ir十 =; ) = ミ ュ二千 pl･い -ミJlL∵ここ了1単甜r'i自Ll]な土地利 鞘や コ ミュ
ニ テ ィ デ ザ イ ンの新 たな地平が築 かれ て孝青くことが期待 さ
れ る 二
言 射 辞
本 稿 は 野 本 学 術 振 興 会 科学研究費補助金 く基盤研究 ∈郎海外き㌢コ
ミ 又 ニ チ イ 8 ラ ン ド 亜 ト ラ ス トによる地域再生に関する研究｣(節
究 柁 演 者 : 後 藤 春 彦 ､ 平 成 且8年度 -且9年度)孤-環として行わ
策 研 究 所 宅 当 輝 き の 青 山 公 三 既 ､早稲田東学東学院生の馬場健誠
既 に 協 力 を 頂 き ま し た 窃 記 し て 謝 意を表 しますO
注 釈
1 1 ニ ュ ー -,..･ ､､,I ･ ＼ 協 会 に 上 ilL ば ､ LI L T と は r土地を共有 L､生態
芋 的 言 1せ 圭 で ､ 持 続 可 能 て 守 ト ･忘 こ と を 原則とし.た意章二に従い､
そ し '十 上 地 /i;: 管 理 ･ 怪 し 侶 ~~ 三 ､ こ 中 位 と な る原則として､町甘さ
:ト ミ ー 濠 苗 と し て = ミ ュ 二 千 -1･ 全 ( 樟 ‥こ 共 有 十 .5 L.コミュニ7ー-1･･
ラ ン ド 戦 ト ラ ス 鞍 で は 金 地 は 投 機 対 象 起 な 転 ず ､メンバ-シッ
て い T･:, ㌔
両 _l. = Llト コ 1 3 ㌦ 参 考 文 献 ･lL i) ド . 3 1 9 - こミ ニ :1 ) な ど ｡､
木 琴 考 文 献 7
11 1 琴 考 文 献 さ 舟 p . 7 1-ll- 7 5. 6 う
L '｢ 空 史 的 経 緯 に つ い て は 等 号 文 献 1 両 こ 基 づ い て い る ｡
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